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1. はじめに  

世界各地に存在する歴史的建造物は屋外に存在す

ることが多いため刻一刻と風化していっている [1]．  

そういった歴史的建造物を保全するための１つの

手法としてドローンと LiDAR [2]を用いた 3 次元物体形

状計測を提案する．  

具体的にはドローンから LiDAR で計測をおこない，

点群データを生成．PC でメッシュ作成をおこなう．今

回は iPad Pro に搭載されている LiDAR を使用し計測を

おこなう．実際にドローンに装備することはできない

ため本提案では iPad のみで実験をおこなう．   

以下では，提案手法とその問題点，フォトグラメト

リによる３D モデル作成との比較を示していく．  

 

2. 提案手法  

本提案手法の概要を表したフローチャートを図１

に示す．  

図１提案手法の概要のフローチャート  

 

３次元物体形状計測をおこないたい対象物体を決

定．その周りを iPad Pro に導入したアプリ「3d Scanner 

App [3]」を使用して計測し，点群データを生成する．

得られた点群データからメッシュを生成する．以上が

本提案手法の概要である．2.1 からより詳しい手法に

ついて説明していく．  

 

2.1 LiDAR による計測  

対象物体を中心に 360 度回りながら真横，斜め上，

上の三つの角度から測定する．  

LiDAR による測定は iPad Pro に導入したアプリ「3d 

Scanner App」を使用する．  

 

2.2 メッシュデータに変換  

所得した点群データをメッシュデータに変換する． 

3 次元点群処理のライブラリである Open3D を使用し

て The Poisson surface reconstruction method [4]という３

次元座標と法線の向きによってメッシュを生成する手

法を用いてメッシュ生成する．  

 

3. 実験  

3.1 LiDAR による計測と 3D モデル作成  

 本提案で使用したお寺のジオラマを図２に示す．

iPad Pro でこのジオラマを 360 度全方向から計測をお

こなった．  
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図２ お寺のジオラマ  

 

「3d Scanner App」での計測により得られたジオラマ

の点群データを図３に示す．  

 

図３ ジオラマの点群データ  

 

図３の点群からメッシュを生成したものを図４に

示す．メッシュ生成には 3D データ処理ライブラリで

ある Open 3D を使用した．  

点 群 デ ー タ に 方 向 づ け を お こ な い The Poisson 

surface reconstruction method が実装された関数を用い

た．  

点群，メッシュともに図２のお寺とはかけ離れた形

状になってしまっていることがわかる．  

 

図４ メッシュ生成  

 

3.2 フォトグラメトリによる計測と 3D モデル作成  

 前回提案した手法 [5]を用いて作成したお寺の 3D モ

デルを図５に示す．  

 LiDAR を用いた３次元形状計測より正確に 3D モデ

ル化できている．  

 

図５ フォトグラメトリ  

 

4. 評価  

 今回提案した iPad Pro の LiDAR アプリ「3d Scanner 

App」と Open 3d を用いたメッシュ生成による手法で

は前回提案したフォトグラメトリを用いた手法と比べ

て正確な 3D モデルを作ることができなかった．  

 ３次元形状計測の提案としては前回提案したフォト

グラメトリによる 3 次元形状計測の方が優れている．  

 

5. むすび  

LiDAR を用いた歴史的建造物の３次元形状計測を

おこなう手法について提案した．今回提案した手法で

は正確なモデルを生成することはできないということ

がわかった．  
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